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定価１部70円　　毎月１回10日発行

設計監理者入札のご案内

建労会館の設計
管理者を募集

12 定期大会関係
3 「総額表示」の義務化（税金Q&A）
6 グリーン住宅ポイントの活用を
建設国保関連記事の掲載：4,5面

今月の紙面

建
退
共
２
０
２
１
年
10
月
よ
り

ひ
と
月
の
掛
金
日
数
25
日
→
21
日

掛
金
日
額
３
１
０
円
→
３
２
０
円
へ
変
更

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

入場者を減らして時間短縮
発言者を限定した感染対策

大会宣言など拍手で了承
　

西
濵
恭
兵
さ
ん
（
青
年
部
・

第
６
地
連
江
田
島
）
の
司
会
に

よ
り
、
平
井
一
悟
副
委
員
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
で
大
会
が
開
会
。

大
会
諸
役
員
を
司
会
者
が
読
み

上
げ
て
了
承
さ
れ
、
議
長
団
に

山
國
豊
さ
ん（
第
７
地
連
広
島
）

と
長
尾
善
行
さ
ん
（
第
８
地
連

広
島
西
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

大
会
は
出
席
者
の
人
数
や
規

模
が
大
幅
に
小
さ
く
な
っ
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
を
行
っ
て
の
開
催
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
司
会
の
際
は
、

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
聞
き
取

り
や
す
い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
、

は
っ
き
り
読
む
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
た
。

◇
議
長
団

山
國
豊
（
第
７
地
連
広
島
）

長
尾
善
行
（
第
８
地
連
広
島
西
）

◇
議
事
運
営
委
員
長

青
掛
良
晴
（
第
12
地
連
庄
原
）

◇
議
事
運
営
委
員

佐
々
木
哲
司（
第
11
地
連
三
次
）

◇
資
格
審
査
委
員
長

西
丸
宏　
（
第
４
地
連
広
島
中
央
）

◇
資
格
審
査
委
員

　

岩
田
忠
二
委
員
長
が
物
故
者

へ
の
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
「
組
合
運
動

を
自
粛
・
中
止
し
な
が
ら
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
前
の
生
活

に
戻
れ
る
日
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
感
染
拡
大
に
最
大
限
に
注

意
を
払
っ
て
出
来
る
こ
と
を
模

索
し
、
運
動
の
前
進
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
を
確
立
し
、

組
織
強
化
を
加
速
す
る
取
り
組

み
に
意
思
統
一
で
き
る
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
な
ど
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
入
り
口
に
掲
示
し
た
祝

電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
司
会
者
が

案
内
し
、
西
丸
宏
資
格
審
査
委

員
長
、
青
掛
良
晴
議
事
運
営
委

員
長
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
経
過
報
告
を

谷
口
秀
樹
書
記
長
、
会
計
報
告

を
髙
橋
博
文
財
政
部
長
、
各
会

計
監
査
報
告
を
住
川
洋
一
会
計

監
査
長
が
行
い
、
令
和
３
年
度

　

広
島
建
労
は
３
月
20
日(

土)

12
時
半
か
ら
、
第
65
回
定
期
大

会
を
建
設
国
保
会
館
で
開
催
。
同
時
に
（
一
社
）
広
島
建
築
共

同
職
業
訓
練
協
会
、
（
一
社
）
広
島
県
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
、

（
有
）
広
島
建
設
保
険
代
行
社
の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
全
組
合
員
総
力
で
組
織
拡
大
を
進
め
よ
う
！
」
な
ど
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
代
議
員
88
人
（
委
任
状
出
席
者
37
人
を
含

む
）
、
特
別
代
議
員
６
人
、
県
執
行
委
員
14
人
、
県
監
査
３
人
、

青
年
部
２
人
、
主
婦
の
会
１
人
、
書
記
２
人
の
総
勢
１
１
６
人

が
出
席
し
ま
し
た
（
２
、
３
面
に
大
会
関
連
記
事
別
掲
）
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
入
場
者
数
を
減
ら
し
て
時
間
短
縮
や
発
言

者
を
限
定
し
た
進
行
で
感
染
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

○
長
尾　

善
行
さ
ん

（
第
８
地
連
広
島
西
）

○
山
國　

豊
さ
ん

(

第
７
地
連
広
島)

○
西
濵　

恭
兵
さ
ん

（
第
６
地
連
江
田
島
）

定
期
大
会

出
席
者
の
声

期回第 会定65 大

の
運
動
方
針
案
を
谷
口
書
記
長

が
、
予
算
案
を
髙
橋
財
政
部
長

が
提
案
し
、
休
憩
に
入
り
ま
し

た
。

　

代
表
・
一
般
質
問
（
２
面
に

要
旨
別
掲
）
は
時
間
短
縮
お
よ

び
飛
散
防
止
対
策
と
し
て
、
質

問
内
容
と
回
答
を
書
類
配
付
し

て
確
認
い
た
だ
き
、
拍
手
多
数

に
よ
り
第
64
期
の
経
過
お
よ
び

決
算
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
お
い
て
は
、
会
館

建
設
委
員
会
の
設
置
と
全
建
総

連
厚
生
協
会
広
島
支
部
業
務
規

程
の
一
部
改
定
の
議
事
提
案
が

あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
建
労
会
館
建
設
の
設

計
管
理
者
を
公
募
す
る
こ
と
、

２
０
２
１
年
10
月
よ
り
建
退
共

の
ひ
と
月
の
掛
金
日
数
を
25
日

か
ら
21
日
と
し
掛
金
日
額
も
３

１
０
円
か
ら
３
２
０
円
へ
変
更

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
第
７
地
連

生
活
の
基
盤
「
組
合
を
守
る
」

岩田委員長のあいさつ

長尾さん（議長） 山國さん（議長）

西濵さん（司会）

大
会
諸
役
員
の
皆
さ
ん

正
戸
正
奉（
第
５
地
連
瀬
戸
内
）

◇
議
事
録
署
名
者

大
本
満
男　
（
第
９
地
連
広
島
北
）

川
手
邦
昭
（
第
10
地
連
高
陽
）

◇
司
会
者

西
濵
恭
兵
（
青
年
部
）

◇
書
記

真
砂
利
治
（
事
務
局
）

村
上
由
佳
（
事
務
局
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

広
島
と
第
11
地
連
三
次
が
組
織

数
を
増
や
し
て
組
織
拡
大
表
彰

が
な
さ
れ
、
功
労
者
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
者
の
西
濵
さ
ん
が
、
19

項
目
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
（
３

面
に
別
掲
）
を
、
植
竹
雄
祉
青

年
部
長
が
「
広
島
建
労
に
集
う

１
２
３
０
０
人
余
り
の
仲
間
と

そ
の
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て
、

自
ら
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る『
組

合
を
守
る
』
と
い
う
目
的
を
果

た
す
こ
と
を
本
大
会
の
総
意
と

し
て
こ
こ
に
宣
言
す
る
」
な
ど

の
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
て
提

案
し
、
拍
手
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。

　

書
記
・
議
長
団
解
任
の
後
、

田
渕
繁
春
副
委
員
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
大
会
を
終
え

ま
し
た
。

　この度、建て替えとなる建労会館の新築
工事において、「設計監理者競争入札」を
行うこととなりました。
　入札者は、建労組合員（2年以上の在籍）
に限定して募集しますので、入札に参加を
希望される方は、訓練協会（電話082-292-
7798）までご連絡ください。設計資料の配
布や現場の公開を行います。

記

１．事 　 業 　 者：
　　一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会
　　【住所】〒733-0013

広島市西区横川新町8-12
　　【電話】082-292-7798
　　【FAX】082-294-0248
　　【E-mail】postmaster6@hiro-ken.com

２．工 　 事 　 名：
　　(仮称)建労会館 新築工事

３．工 事 場 所：
　　広島市西区横川新町8-12

４．用 途 規 模：
　　事務所及び訓練校施設　木造3階建　
　　準耐火構造(延床面積／1125㎡)

５．工　　　　期：
　　(契約翌日)から、令和5年3月15日
　　(必要な検査関係等を含む)

６．入　　　　札：
　　設計資料配布／令和3年5月6日より順次
　　入札日時／令和3年6月7日(月)13時
　　入札場所／広島県建設労働組合会館

(広島市西区横川新町8-12)

７．支 払 い 時 期：
　　契約時10％　確認申請完了時60％
　　工事完了時30％(現金100％)

８．書類提出締切：
　　6月7日(月)正午まで　※FAX可

以上

ホームページ
ひろしまけんろう 検索

（別途通信料金が必要となります）

スマホ携帯から
携帯でQRコードを
読み込んで下さい

　

定
期
大
会
へ
の
参
加
は
今
回

で
４
回
目
で
す
。
議
事
進
行
は

言
語
を
は
っ
き
り
と
言
う
よ
う

に
心
掛
け
、
間
の
取
り
方
に
気

を
付
け
ま
し
た
。
質
疑
応
答
が

書
面
で
ス
ム
ー
ズ
過
ぎ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
議
長
と
い

う
大
役
を
受
け
、
良
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
来
賓

な
し
、
代
議
員
削
減
、
時
間
短

縮
な
ど
今
ま
で
と
は
違
う
大
会

で
し
た
が
、
無
事
に
終
え
て
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
ま
た
議
長
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
　
）

順
不
同

敬
称
略

第65回
定期大会

（
一
部
抜
粋
・
要
旨
）

代
表
質
問
・
質
疑
応
答

Q
Ｉ
Ｔ
技
術
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
新
た
な
生
活
様
式
へ
の

順
応
を
検
討
す
る
と
は
？

A
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
は
最

初
に
登
録
だ
け
す
れ
ば
、
あ
と

は
組
合
側
か
ら
直
接
広
報
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
し
た
時

Q
組
合
共
済
の
安
定
的
な
受

給
の
た
め
に
、
周
知
徹
底
を
行

な
っ
て
い
く
と
あ
る
が
具
体
的

に
は
？

A
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Q
「
広
島
建
労
資
格
取
得
奨

励
金
」
制
度
と
「
全
建
総
連
資

格
取
得
報
奨
金
」
制
度
の
申
請

を
あ
ま
り
知
ら
な
い
仲
間
達
へ

も
う
少
し
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が

良
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

Q
「
全
国
賃
金
対
策
部
長
・

担
当
者
会
議
」
で
の
各
県
連
か

ら
の
活
動
報
告
の
具
体
的
な
内

容
と
は
？

A
「
今
年
の
標
準
賃
金
発
表

の
取
り
組
み
報
告
」
「
新
型
コ

Q
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
県

本
部
の
学
習
会
が
中
止
と
な
り
、

他
の
税
対
活
動
を
含
め
中
途
半

端
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
県
本
部
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
？

A
税
は
常
に
変
わ
っ
て
お
り

Q
（
一
社
）
建
築
セ
ン
タ
ー

協
会
会
計
に
つ
い
て
は
、
第
63

期
収
支
決
算
で
も
赤
字
と
な
り

繰
越
金
の
取
崩
し
が
な
さ
れ
て

い
る
。
赤
字
予
算
組
み
を
案
と

し
て
い
る
が
、
今
後
も
取
崩
し

に
よ
る
運
営
と
考
え
て
い
る
の

か
？

A
一
般
社
団
法
人
に
て
扱
っ

て
い
る
各
事
業
が
、
年
度
を
ま

た
い
で
の
事
業
と
な
っ
て
い
る

た
め
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、

当
協
会
の
決
算
の
計
算
期
間
は
、

１
月
か
ら
12
月
に
対
し
て
、
各

種
事
業
は
、
４
月
か
ら
３
月
と

な
る
た
め
で
す
。
現
に
、
過
去

５
年
間
の
収
支
差
額
は
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
地
連
職
員

　

宮
地
智
美

　
　

（
第
４
地
連
広
島
中
央
）

〇
建
設
国
保
理
事

　

森
末
高
正

　
　
　
　

（
第
11
地
連
三
次
）

〇
第
７
地
連
広
島　

３
人

〇
第
11
地
連
三
次　

６
人

Q
「
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
の
推
進

と
し
て
前
年
度
を
上
回
る
支
援
」

と
あ
る
が
、
前
年
度
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
な
改
善
を
予
定
し
て

Q
経
験
豊
富
な
職
人
さ
ん
の

電
動
工
具
に
よ
る
災
害
が
多
発

Q
２
０
２
１
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
ペ
ー
ジ
が
運
用
開
始
と
な

り
ま
す
が
若
い
人
向
け
に
、
ス

【
組
織
対
策
部
】

　

新
た
な
生
活
様
式
の
順
応
で

　

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
模
索
し
た
い

【
組
織
対
策
部
】

【
教
育
宣
伝
部
】

　

各
専
門
部
と
さ
ら
に
連
携
で

　

組
合
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
る

【
社
会
保
障
対
策
部
】

　

組
合
共
済
周
知
徹
底
の
た
め

　

広
建
新
報
掲
載
や
各
地
連
依
頼

【
技
術
対
策
部
】

　

資
格
取
得
奨
励
金
・
報
奨
金

　

講
習
会
な
ど
通
し
て
ア
ピ
ー
ル

【
賃
金
対
策
部
】

　

全
国
部
長
・
担
当
者
会
議

　

各
県
連
の
具
体
的
内
容
を
報
告

【
税
金
対
策
部
】

　

税
は
常
に
変
化
し
て
い
る

　

情
報
は
媒
体
を
通
し
て
広
報

【財政部】

建築センター取崩し
5年間の収支では黒字

【
住
宅
対
策
部
】

　

ゆ
う
ゆ
う
住
宅
の
メ
リ
ッ
ト

　

Ｈ
Ｐ
等
で
広
報
し
訴
え
て
い
く

【
安
全
対
策
部
】

　

有
効
な
事
故
の
防
止
策
と
は

　

点
検
と
不
備
対
処
を
怠
ら
な
い

広
島
県
知
事
・
湯
﨑
英
彦

立
憲
民
主
党
・
衆
議
院
議
員
・
佐
藤
公
治

公
明
党
・
衆
議
院
議
員
・
斉
藤
鉄
夫

無
所
属
・
参
議
院
議
員
・
柳
田
稔

全
建
総
連　

北
海
道
連　

岩
手
県
連　

秋
田
建
労　

山
形
県
連

全
建
総
連
福
島　

茨
城
県
連　

群
馬
県
連　

建
設
埼
玉

埼
玉
土
建　

千
葉
県
連　

千
葉
土
建　

東
京
都
連　

山
梨
県
連

新
潟
ユ
ニ
オ
ン　

長
野
県
建
設
労
連　

岐
阜
建
労　

静
岡
建
労

愛
知
建
築　

全
建
愛
知　

三
重
建
労　

京
建
労　

大
阪
建
労

兵
庫
県
連　

奈
良
建
築　

ア
ー
キ
テ
ク
ト
ン
奈
良

和
歌
山
建
労　

鳥
取
県
連　

島
根
建
連　

建
労
岡
山

建
設
山
口　

徳
島
建
労　

フ
レ
ッ
セ　

香
川
建
労　

愛
媛
建
労

高
知
建
労　

福
岡
建
労　

佐
賀
建
連　

建
設
長
崎　

熊
建
労　

大
分
建
労　

宮
崎
建
産
労

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

功
労
者
表
彰

の
皆
さ
ん　

組
織
拡
大

表
彰
地
連

期
に
組
合
員
さ
ん
の
仕
事
・
生

活
に
合
わ
せ
た
お
知
ら
せ
を
、

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
で

き
な
い
か
、
今
後
他
県
連
組
合

を
参
考
に
し
な
が
ら
模
索
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
広
建
新
報
へ
の
掲
載
、

各
地
連
事
務
所
へ
の
依
頼
が
メ

イ
ン
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

お
考
え
か
？

A
広
建
新
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
を
伝
え
、
地
連
技
術

講
習
会
な
ど
通
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ロ
ナ
下
に
お
け
る
現
場
宣
伝
行

動
の
取
り
組
み
報
告
」
「
長
野

市
で
の
公
契
約
条
例
制
定
に
向

け
た
経
過
報
告
」
「
新
型
コ
ロ

ナ
下
に
お
け
る
春
期
賃
金
宣
伝

行
動
報
告
」
で
す
。

こ
の
ま
ま
学
習
会
を
し
な
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

の
収
束
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
税
金
に
関

す
る
情
報
を
い
ろ
い
ろ
な
媒
体

を
通
し
て
広
報
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
る
か
？

A
「
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
」
の
年

間
申
込
み
目
標
を
25
戸
以
上
と

し
、
メ
リ
ッ
ト
を
広
建
新
報
、

し
て
い
る
と
あ
る
が
、
主
な
事

故
の
原
因
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え

マ
ホ
で
ペ
ー
ジ
を
開
き
や
す
く
、

た
く
さ
ん
の
情
報
を
与
え
て
も

ら
え
る
か
？

　

我
々
は
本
日
、
第
65
回
定
期

大
会
に
お
い
て
、
組
合
員
と
家

族
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
運

動
の
総
括
と
、
向
こ
う
一
年
の

運
動
方
針
を
決
議
し
た
。

　

変
革
の
年
と
い
う「
庚
子（
か

の
え
ね
）
」
の
ジ
ン
ク
ス
ど
お

り
に
、
昨
年
は
世
の
中
が
激
変

し
た
。
国
内
で
は
安
倍
内
閣
か

ら
管
内
閣
へ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
大
統
領
選
挙
で
は
共
和
党

の
ト
ラ
ン
プ
政
権
か
ら
民
主
党

の
バ
イ
デ
ン
政
権
へ
の
交
代
が

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
世
界
的
な
感
染
拡
大
で
東
京

言

会

A
世
の
中
の
ス
マ
ホ
の
普
及

率
を
考
え
る
と
ス
マ
ホ
対
応
は

必
須
と
考
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
し
た
。
各
専
門
部
と

さ
ら
に
連
携
し
、
多
く
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き

る
書
類
を
充
実
さ
せ
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
が
事
務
所
に
書
類
を

取
り
に
行
く
負
担
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。

た
有
効
な
事
故
防
止
策
が
あ
る

の
か
？

A
作
業
開
始
前
に
は
工
具
・

器
具
の
「
安
全
点
検
」
を
必
ず

実
施
し
、
不
備
が
あ
れ
ば
対
処

を
怠
ら
な
い
、
使
用
す
る
場
合

は
、
正
し
い
姿
勢
で
、
安
定
し

た
場
所
で
の
作
業
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報

し
訴
え
て
い
き
ま
す
。
各
地
連

に
も
月
報
等
で
今
年
度
も
ご
掲

載
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

五
輪
は
今
年
７
月
に
延
期
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
の
一
般
へ
の
普
及
と
治

療
薬
の
開
発
が
待
ち
望
ま
れ
る
。

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
、

政
策
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
平

成
24
年
以
降
、
全
国
的
に
９
年

連
続
の
引
き
上
げ
、
公
表
開
始

の
平
成
９
年
度
以
降
で
過
去
最

高
を
更
新
し
た
が
、
現
場
賃
金

と
の
格
差
は
縮
ま
ら
ず
、
組
合

員
の
生
活
実
感
は
改
善
さ
れ
な

い
ま
ま
で
あ
る
。

　

本
格
稼
働
か
ら
２
年
の
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
、

２
月
末
で
広
島
県
内
の
２
９
３

４
事
業
所
、
１
２
２
８
５
人
の

技
能
者
が
登
録
し
て
い
る
が
、

地
方
、
特
に
町
場
レ
ベ
ル
で
の

浸
透
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
建

設
業
界
が
若
者
に
一
生
の
職
業

と
し
て
選
択
さ
れ
る
た
め
に
も
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
が
安
価
で
便
利
に
登
録
・
更

新
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

組
合
の
理
念
で
あ
る
「
相
互

扶
助
」
の
精
神
と
、
組
合
加
入

メ
リ
ッ
ト
や
社
会
的
な
意
義
を

思
い
出
そ
う
。
暮
ら
し
が
成
り

立
つ
賃
金
の
確
保
、
安
全
な
労

働
環
境
の
整
備
、
健
康
維
持
の

た
め
の
各
種
健
診
の
積
極
的
な

受
診
、
技
術
技
能
の
向
上
、
地

域
社
会
の
防
災
と
復
旧
活
動
へ

の
取
組
み
、
税
金
や
社
会
保
険

の
知
識
を
深
め
る
学
習
活
動
な

ど
、
つ
ね
に
組
合
員
フ
ァ
ー
ス

ト
を
心
掛
け
た
活
動
に
取
り
組

も
う
。
組
織
拡
大
は
組
合
の
魅

力
づ
く
り
な
し
に
は
実
現
で
き

な
い
。

　

今
年
こ
そ
組
合
員
と
家
族
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
広
島
建
労

に
集
う
１
２
３
０
０
人
余
り
の

仲
間
と
そ
の
家
族
が
一
丸
と
な
っ

て
、
自
ら
の
生
活
の
基
盤
で
あ

る
「
組
合
を
守
る
」
と
い
う
目

的
を
果
た
す
こ
と
を
本
大
会
の

総
意
と
し
て
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）

３
月
20
日

　
　

第
六
十
五
回
定
期
大
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
組
合
を
守
る
」
と
い
う
目
的
を
果
た
す

組
合
員
フ
ァ
ー
ス
ト
を
心
掛
け
て
活
動

組
織
拡
大
は
組
合
の
魅
力
づ
く
り
か
ら

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

【
教
育
宣
伝
部
】

【
安
全
対
策
部
】

【
社
会
保
障
対
策
部
】

【
住
宅
対
策
部
】

【
税
金
対
策
部
】

【
技
術
対
策
部
】

【
賃
金
対
策
部
】

【財政部】
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一、社会保障の拡充、制度改善による国保組合の育成強化を求める
運動を推進しよう！

一、特定健診・特定保健指導を受診し、肺がん・アスベスト検診を
うけよう！

一、健康を保持し、医療費の適正化に努め、建設国保を守ろう！
一、将来にそなえて ｢年金基金｣ や ｢建退共｣ 制度に加入しよう！
一、安全対策を重視し、職場から労働災害・職業病をなくそう！
一、労働災害は労災保険で。労働保険（労災・雇用保険）は事務組

合を利用しよう！
一、講習会に参加し、資格取得と技術・技能の向上に努めよう！
一、技能後継者の確保と育成のため訓練校を充実させよう！
一、住宅デーによってカンガルーマークの存在をアピールし、仕事

確保と拡充をはかろう！
一、災害発生時には「災害協定」の活用により、災害支援に取り組

もう！
一、「標準見積書」の活用に努め、賃金と生活の安定をはかろう！
一、建設キャリアアップシステムを活用し、処遇改善につなげよう！
一、「公契約法」「公契約条例」の制定を実現させよう！
一、大衆増税反対・公正な税制を確立させよう！
一、青年部・主婦の会の活力ある行動で、組合への理解と運動の輪

を広げよう！
一、自動車・火災・傷害保険・ガン保険は ｢広島建設保険代行社｣

を利用しよう！
一、機関紙「広建新報」やホームページで情報取得と見識を広めよう！
一、組合の活動内容を充実し健全財政運営に努めよう！
一、全組合員総力で組織拡大を進めよう！

第65回　定期大会スローガン

　「総額表示」とは、消費者に商品の販売やサービスの提供を行
う課税事業者が、値札やチラシなどにおいて、あらかじめその取
引価格を表示する際に、消費税額(地方消費税額を含む)を含めた
価格を表示することを言います。
　消費者に対して、商品の販売、役務の提供などを行う場合、い
わゆる小売段階の価格表示をするときには総額表示が義務付けら
れますが、事業者間での取引は総額表示義務の対象とはなりません。
　「総額表示」は、支払総額さえ表示されていればよく、「消費
税額等」や「税抜価格」が表示されていても構いません。

【具体的な表示例】
次に掲げるような表示が「総額表示」に該当します。
※例示の取引は本体価格10,000円に標準税率10%を適用したもの

税金Ｑ＆Ａコーナー
2021年4月1日より「総額表示」が義務化

税金対策部

第
10
回
定
期
総
会

人
数
増
を
目
指
し
活
気

広
島
建
労
へ

気
軽
に
相
談

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
加
藤
智

也
】
第
11
地
連
三
次
で
は
３
月

　

広
島
建
労
で
は
、
一
人
親
方
労
災
保
険
、
事
業
所
の
労
災
・

雇
用
保
険
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

雇
用
保
険
と
は
、
ど
の
よ

う
な
制
度
で
す
か
？

Ａ　

失
業
保
険
と
い
う
と
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
従

業
員
に
掛
け
る
公
的
福
利
厚
生

制
度
で
す
。
そ
の
他
に
事
業
主

へ
の
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

従
業
員
を
雇
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
必
要
で
す
か
？

Ａ　

雇
用
保
険
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
場
合
に
よ
っ

て
は
、
他
の
社
会
保
険
関
係
も

手
続
き
が
必
要
で
す
）
。

　

【
県
・
主
婦
の
会
会
長
・
竹
村
富
士

子
】
３
月
12
日(

金)

、
主
婦
の
会
は
総

勢
14
人
（
会
員
10
人
、
来
賓
２
人
、
事

務
局
２
人
）
が
出
席
し
て
、
広
島
建
労

会
館
で
第
57
回
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
７
地
連
・
永
戸
さ
ん
の
司
会
、
中

野
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
総
会
が

始
ま
り
、
議
長
団
に
第
８
地
連
・
中
井

さ
ん
と
第
９
地
連
・
三
浦
さ
ん
が
選
出
。

県
会
長
が
物
故
者
に
対
し
て
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
後
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
岩
田

14
日(

日)

に
第
10
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
、

他
の
地
連
と
同
じ
よ
う
に

来
賓
を
設
け
ず
、
代
議
員

数
も
減
ら
し
て
行
い
ま
し

た
。
例
年
百
人
以
上
が
参

加
す
る
総
会
の
と
こ
ろ
、

会
場
の
関
係
も
あ
り
70
人

以
内
に
抑
え
て
の
開
催
で

し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
今
年
度
も

人
数
増
を
目
指
し
て
の
静

か
な
が
ら
活
気
が
あ
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

従
業
員
の
雇
用
保
険
料
は

ど
う
計
算
す
る
の
で
す
か
？

Ａ　

月
々
の
給
与
総
額
に
従
業

員
負
担
率
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

65
歳
以
上
従
業
員
も
雇
用

保
険
に
加
入
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
65
歳
以
上
の
労

働
者
は
雇
用
保
険
に
新
規
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
29
年
１
月
１
日

よ
り
、
こ
う
し
た
年
齢
制
限
は

撤
廃
さ
れ
、
65
歳
以
上
で
も
雇

用
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
、
谷

口
書
記
長
か
ら
県
本
部
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
・
運
動
方
針
案
の

提
案
を
県
会
長
、
決
算
報
告
・

予
算
案
提
案
を
第
１
地
連
・
稗

田
さ
ん
が
行
い
、
質
疑
応
答
の

後
、
拍
手
で
議
案
が
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
は
議
長
解
任
後
、
閉
会

あ
い
さ
つ
を
中
井
副
会
長
が
行

い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
現
状
を
鑑
み
、
会
員
の

皆
様
の
健
康
と
安
全
を
第
一
に

考
え
、
総
会
は
各
地
連
会
長
の

み
参
加
の
縮
小
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

終
息
の
兆
し
が
み
え
な
い
中
、

コ
ロ
ナ
を
避
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
共
に
生
き
る
生
活
の
中
で

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
家
族

の
健
康
と
家
庭
を
守
り
、
組
合

の
側
面
か
ら
の
協
力
者
と
し
て

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

【
県
・
青
年
部
長
・
植
竹
雄

祉
】
青
年
部
は
第
21
回
青
年
部

総
会
を
３
月
13
日(
土)
13
時
か

ら
建
労
会
館
で
開
催
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
人
数
を
縮
小
し
て
、
青
年
部

10
人
、
来
賓
２
人
、
事
務
局
２

第11地連第11地連
三 次三 次佐

々
木
地
連
長
の
あ
い
さ
つ

竹村会長が経過報告・運動方針案を提案

役員を代表してあいさつ

「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
総
会
を
終
了

人
で
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
進
行
を
前
岡
青
年
副

部
長
（
第
12
地
連
）
が
行
い
、

中
川
青
年
副
部
長
（
第
10
地
連
）

の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
を

さ
さ
げ
、
岩
田

委
員
長
、
谷
口

書
記
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
令

和
２
年
度
の
経

過
、
令
和
３
年

度
の
運
動
方
針

案
を
提
案
し
、
決

算
報
告
お
よ
び

予
算
案
の
提
案
を
西
濵
青

年
副
部
長
（
第
６
地
連
）
が

行
い
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
と
返
答
を
書

面
確
認
い
た
だ
い
た
後
、

経
過
・
運
動
方
針
案
、
決

算
・
予
算
案
を
採
択
。
役

員
あ
い
さ
つ
は
代
表
者
の

み
と
し
、
「
青
年
部
は
組
合
の

先
頭
に
立
ち
、
団
結
し
て
活
動

し
よ
う
」
を
は
じ
め
と
す
る
総

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
。
中
川

青
年
副
部
長
の
閉
会
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
岩
田
委
員
長
の
「
ガ

ン
バ
ロ
ウ
」
で
総
会
を
終
え
ま

し
た
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ
う
に
活

動
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
を
願
い
つ
つ
、
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
な
が
ら
出
来
る

限
り
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
人
数
縮
小

代
表
質
問
と
返
答
は
書
面
確
認

「
組
合
の
先
頭
に
立
ち
、団
結
し
て
活
動
し
よ
う
」

労
災
・
雇
用
保
険
は

◆
雇
用
保
険
Ｑ
＆
Ａ
◆

会員の健康と安全第一
側面からの協力者として活動
第57回

主婦の会総会

第21回
青年部総会

11,000円 11,000円(税込)

11,000円
(税抜価格10,000円)

11,000円
(税抜価格10,000円、消費税額等1,000円)

11,000円
(うち消費税額等1,000円)

10,000円
(税込11,000円)
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対 象 者

自己負担

目 標

特定健診・特定保健指導

注　

意

人間ドック・脳ドック・PET‒CTがん
ドック検診補助申請について

受診から補助までの流れ建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

１. 対象となる検診及び補助
補助の対象となる検診の種類は次のとおりです。

⑴人間ドック
⑵脳ドック
⑶PET‒CTがんドック検診（受診予定人数30名まで）
⑷人間ドック又は脳ドックと併せて受ける契約外検査（オプション検査）
※宿泊の場合も、日帰り検診と同じ金額の8割を補助金額の上限とします。
※PET－CTがんドック検診は建設国保組合が一律40,200円を補助します
が、差額については受診者が契約医療機関の窓口にて支払います。
※契約外検査（オプション検査）を受診された場合、契約外検査総費用
額の5,000円までを上限として補助します。超えた場合の料金は受診者の
自己負担になります。
※PET‒CTがんドック検診では、契約外検査は該当いたしま
せんので、契約外検査を受診された場合は、全額自己負担に
なります。
※人間ドック・脳ドック検診またはPET検診は

『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。

２. 補助対象医療機関について
広島県建設国民健康保険組合と委託契約を締結した医療機関（別紙令

和3年度契約医療機関一覧表）の中より、お申し込みください。
※令和3年4月から検診料金等が変更されておりますので、受診される医
療機関か一覧表にてご確認ください。また下記の機関の取扱いが変更と
なりましたので、ご注意ください。
（補助廃止医療機関）・広島市立舟入市民病院

３. 申し込み方法について
補助対象医療機関へ予約後、人間・脳ドックの場合は必ず「契約検

診機関補助申込書兼受診票」、PET‒CTがんドック検診の場合は必ず
「PET‒CT検診補助申込書兼受診票」を所属されている地域連合の窓口に
連絡して、お申し込みください。
注受診される当日は必ず受診票を持参してください。
注予約された後、地域連合の窓口には早めに申請をしてください。
注受診票に記入する項目は全て記入をしてください。
注対象医療機関以外での受診は補助対象になりません。
　また、償還払いも補助対象にはなりません。

４. 対象者
受診票の交付を受けることができるのは交付及び申請時において、次

の各号のすべての要件に該当する被保険者とする。
⑴検診日現在被保険者である組合員とその配偶者
⑵入院または妊娠していない者
⑶年度内（4月から翌年3月まで）に検診補助を受けていない者
⑷国民健康保険料を滞納していない者
⑸事前に当国保組合へ申込書が受理された者

　受診票の交付を受けた被保険者が、受診の中止または検診日を変更すると
きは、直ちにその旨を検診機関に連絡のうえ、変更を受けてください。
※必ず建設国保組合にも申請変更の連絡をお願いします。

　特定健診とはメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）をはじめとする生活習慣病の予防や改
善に着目した健診です。特定健診の結果により、将来の生活習慣病を防ぐ事が必要な方には、特定保
健指導を受けて頂く必要があります。特定保健指導は特定健診会場で当日に、受診できるようになり
ました。人間ドック検診においても下記の5検診機関での人間ドック検診後の当日特定保健指導が可能
となりましたので、受けて頂くようよろしくお願いします。

　行政（各市町）が検診車を公民館等に派遣して行う集団健診のうちで、特定健康診査につい
ては、建設国保に加入しているみなさんは、受診することができません。
　この特定健康診査については、建設国保が独自に行います。したがいまして、建設国保に
加入しているみなさんは、所属の各地域連合で手続きを行っていただき、建設国保が契約し
ている検診業者で受診していただくようになりますので、注意してください。

40歳以上の被保険者全員（令和3年4月1日時点）

特定健診、特定保健指導とも建設国保が負担するため無料！

今年度も特定健診受診率70％、保健指導受診率30％を目指しています。

①「契約検診機関一覧表」で契約検診機関を確認のうえ、2週間以上の余裕をもって予約する

②受診者は所属の地域連合で、補助申込をする
　「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」記入

③国保組合へ「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」を送付

④国保受付印を押印した補助申込書兼受診票を地域連合へ返送

⑤受診者は、必ず「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」を提示の
うえ受診する

⑦後日、建設国保組合が残りの検診費用相当額と、オプション検査を受診された方の費用のうち
5,000円までを上限とし、医療機関へ支払う

※広島県建設国民健康保険組合補助申込書兼受診票は、受診者が当組合の被保険者でありドックの補
助対象者であることを証明するものです。受診票を提示されないと医療機関で補助対象者であるか確
認が出来ません。当日は必ず受診票を提示してください。
　また事前に申込のないものは補助できませんので、ご注意ください。

⑥受診後、（人間・脳ドックの場合）契約検診料金の2割相当額と、オプション検査を受けられた方
は料金の5,000円を超えた額、（PET－CT検診の場合）当国保組合が負担する40,200円の差額分を
窓口にて支払う。

人間・脳ドック受診でのオプション検査については、5,000円までは当国保組合が助成しま
す。5,000円を超えた金額は自己負担となりますので、当日窓口でお支払いください。
※PET－CT検診の場合オプション検査は該当しません。

指定協力歯科医院で歯科健診を受診する場合、無料（※）で受診できます!　※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。 情報提供
サンスター株式会社

◆歯垢(しこう)◆

◆舌苔(ぜったい)◆

◆詰め物や入れ歯の汚れ◆

　細菌は舌の上の舌苔の中に多く存在します。舌苔
とは、舌の上に溜まる白いコケのようなもので、食
べ物のカスや剥がれ落ちた粘膜、細菌のかたまりに
よって構成されています。
　口臭対策の１番の方法は、舌苔のケアです。まずは
自分の舌を観察して、舌苔がついていないかチェッ
クしてみましょう。舌苔は舌の奥の分界溝とよばれ
る溝の手前に特に溜まりやすく、口臭を防ぐために
セルフケアが大切です。

歯垢などの汚れは人口歯（銀歯などの詰め物）や
入れ歯にも付着します。歯間ブラシやタフトブラシ、
入れ歯専用ブラシや義歯洗浄剤などのアイテムでケ
アしましょう。

歯垢とは歯の表面に付着する黄白色の汚れで
す。歯垢も細菌のかたまりで、歯垢1mgあたり
に10億個の細菌が生息しているといわれていま
す。歯垢の中の細菌はネバネバした物質を形成す
るため、歯垢は歯の表面にしっかりとくっついて
います。お口の中には、歯垢が溜まりやすい場所
が多く存在します。特にハブラシが届きにくい歯
と歯の間は歯垢が溜まりやすくなっており、歯間
ブラシなどを用いて細部の歯垢を除去する必要
があります。

　お口の中にはたくさんの細菌が潜んでおり、その中に口臭の原因とな
るニオイを作る細菌も含まれています。これらの細菌はお口の中のどの
ような場所に潜んでいるのでしょうか？口臭のケアと

体とのかかわり

歯とお口の健康

口臭の原因の大半はお口由来

第1回

分界溝

基
本
的
な

健
診
項
目

特
定
保
健

指
導
機
関

・問診・身体測定・血圧測定・尿検査
・前立腺がん検査・大腸がん検査
・子宮頸がん検査・血液検査(肝機能、
　脂質、血糖、貧血等)
・血清クレアチニン検査

●アルパーク検診クリニック
●広島県環境保健協会
●広島赤十字・原爆病院
●医療法人JR広島病院
●東広島記念病院
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令和3年度 契約医療機関一覧表　　　

契約検診機関
日帰り人間ドック 日帰り脳ドック 日帰り人間ドック

脳ドックセット
ＴＥＬ

コース 検診料金
(税込み) 本人負担 検診料金

(税込み) 本人負担 検診料金
(税込み) 本人負担

日 本 鋼 管 福 山 病 院 30,800 6,160 084-945-3920

中 国 労 働 衛 生 協 会
40,700 8,140

084-941-8211簡易ドック
（共通） 20,900 4,180

脳神経センター　大田記念病院 39,600 7,920 41,800 8,360 81,400 16,280 084-931-8650
福山市医師会健康支援センター 36,300 7,260 084-921-0035

中 国 中 央 病 院
40,150 8,030 64,350 12,870

084-970-2121
胃カメラ 43,450 8,690 67,650 13,530

府 中 市 民 病 院 36,443 7,280 55,245 11,040 0847-45-3300

さ と う 脳 外 科 ク リ ニ ッ ク

脳ドックＡ 22,000 4,400 

084-940-5855
脳ドックＢ 33,000 6,600 
脳ドックＣ 38,500 7,700 
脳ドックＤ 49,500 9,900

沼 隈 病 院 38,280 7,650 084-988-1888
西 福 山 病 院 25,000 5,000 084-933-2110
公 立 み つ ぎ 総 合 病 院 36,300 7,260 34,100 6,820 60,500 12,100 0848-76-1111
尾 道 市 立 市 民 病 院 35,200 7,040 0848-47-1155
J A 尾 道 総 合 病 院 44,000 8,800 61,600 12,320 0848-22-8111
村 上 記 念 病 院 33,600 6,720 0848-22-3131

因 島 医 師 会 病 院
38,500 7,700 

29,700 5,940 
55,000 11,000

0845-24-1210
胃カメラ 39,600 7,920 56,100 11,220

因 島 総 合 病 院 38,500 7,700 14,500 2,900 58,300 11,660 0845-22-2552
公 立 世 羅 中 央 病 院 39,000 7,800 63,200 12,640 0847-22-1127
三 原 赤 十 字 病 院 38,500 7,700 52,760 10,550 0848-64-8111

興 生 総 合 病 院
39,600 7,920

44,000 8,800 
67,100 13,420

0848-63-5512
胃カメラ 41,800 8,360 69,300 13,860

三 菱 三 原 病 院 37,400 7,480 38,500 7,700 75,900 15,180 0848-62-7471
三 原 市 医 師 会 病 院 34,100 6,820 33,000 6,600 67,100 13,420 0848-62-3113

東 広 島 記 念 病 院
38,665 7,730 

33,000 6,600 55,165 11,030 082-423-6662
B コース 22,000 4,400 

西 条 中 央 病 院 36,000 7,200 082-423-3050

本 永 病 院
38,500 7,700 

082-423-2666
胃カメラ 41,250 8,250 

井 野 口 病 院 38,230 7,640 35,200 7,040 64,710 12,940 0120-706-076
安 田 病 院　 健 康 管 理 セ ン タ ー 33,000 6,600 22,000 4,400 55,000 11,000 0846-22-6213
横 山 病 院 26,400 5,280 0823-74-1122
呉 芸 南 病 院
芸 南 健 康 ク リ ニ ッ ク

39,050 7,810 
0823-73-7200

胃カメラ 41,450 8,290

中 国 労 災 病 院
43,800 8,760 

35,400 7,080
79,200 15,840

0823-72-7447
胃カメラ 45,840 9,160 81,240 16,240

呉 市 医 師 会 病 院 40,600 8,120 0823-22-2321

呉 共 済 病 院
42,000 8,400 

34,000 6,800
64,000 12,800

0823-22-2111
胃カメラ 47,200 9,440 69,200 13,840

県 立 安 芸 津 病 院 35,750 7,150 0846-45-0055
済 生 会 広 島 病 院
健 康 管 理 セ ン タ ー

39,600 7,920 
38,500 7,700 

71,500 14,300
082-820-1870

胃カメラ 44,000 8,800 75,900 15,180
医 療 法 人 JR 広 島 病 院 42,900 8,580 64,900 12,980 082-262-1494

ア ル パ ー ク 検 診 ク リ ニ ッ ク
39,600 7,920 

33,000 6,600 
72,600 14,520

082-501-1115
胃カメラ 41,800 8,360 74,800 14,960

福 島 生 協 病 院
43,020 8,600 

082-292-3215
生協会員 30,120 6,020 

鈴 が 台 ク リ ニ ッ ク 36,700 7,340 082-278-6151

健 康 倶 楽 部 健 診 ク リ ニ ッ ク
40,700 8,140 74,800 14,960

082-249-7011
胃カメラ 45,100 9,020 79,200 15,840

広 島 原 爆 障 害 対 策 協 議 会
健 康 管 理 ・ 増 進 セ ン タ ー 38,700 7,740 33,910 6,780 66,200 13,240 082-243-2451

広 島 赤 十 字 ・ 原 爆 病 院
40,700 8,140 

41,690 8,330
71,390 14,270

082-241-3111
胃カメラ 42,900 8,580 73,590 14,710

吉 島 病 院
42,350 8,470 

082-241-2167
胃カメラ 45,650 9,130 

広 島 県 環 境 保 健 協 会
37,400 7,480 

28,270 5,650 
65,670 13,130

082-293-1513
胃カメラ 42,350 8,470 70,620 14,120

グランドタワー　メディカルコート
ラ イ フ ケ ア ク リ ニ ッ ク

42,900 8,580 
082-227-3366

胃カメラ 46,750 9,350 
広 島 中 央 健 診 所 40,700 8,140 29,700 5,940 64,900 12,980 082-228-1177

長 崎 病 院
37,400 7,480

082-208-5801
胃カメラ 40,700 8,140

中 電 病 院 37,400 7,480 27,600 5,520 65,000 13,000 0120-101-773
広 島 生 活 習 慣 病・
が ん 健 診 セ ン タ ー 幟 町 38,500 7,700 33,000 6,600 60,500 12,100 082-224-6661

広 島 共 立 病 院
38,500 7,700 

26,400 5,280 
64,900 12,980

082-879-1111
胃カメラ 40,700 8,140 67,100 13,420

生 協 さ え き 病 院
43,020 8,600 

082-926-4511
生協会員 30,120 6,020 

五 日 市 記 念 病 院
40,000 8,000 

082-924-2211
25,000 5,000 

西広島リハビリテーション病院 39,600 7,920 082-924-1116
広 島 生 活 習 慣 病・
が ん 健 診 セ ン タ ー 大 野 38,665 7,730 33,000 6,600 55,165 11,030 0829-56-5505

広 島 市 立 安 佐 市 民 病 院 39,500 7,900 082-815-5211

安 芸 太 田 病 院
36,580 7,310 

20,900 4,180 
57,480 11,490

0826-22-2299
胃カメラ 44,840 8,960 65,740 13,140 

千 代 田 中 央 病 院 41,800 8,360 0826-72-6111
三 次 地 区 医 療 セ ン タ ー 33,610 6,720 37,800 7,560 66,110 13,220 0824-62-6311

市 立 三 次 中 央 病 院
38,500 7,700

44,550 8,910
59,730 11,940

0824-65-0101
胃カメラ 40,700 8,140 61,930 12,380

J A 吉 田 総 合 病 院 39,600 7,920 39,600 7,920 61,600 12,320 0826-42-5372
庄 原 市 立 西 城 市 民 病 院 34,540 6,900 27,500 5,500 62,040 12,400 0824-82-2611
東 城 病 院 33,900 6,780 08477-2-2150
庄 原 赤 十 字 病 院 37,400 7,480 66,660 13,330 0824-72-3111
瀬 尾 医 院 31,800 6,360 08477-2-0023
平 和 ク リ ニ ッ ク 補助負担額 40,200 　　本人負担額＝健診料金－ 40,200 082-532-2211
大 原 記 念 倉 敷 中 央 医 療 機 構 
倉敷中央病院付属予防医療プラザ 補助負担額 40,200 　　本人負担額＝健診料金－ 40,200 0570-020304

建設国保が実施している各種検診等の補助

【対象検診】地方自治体（市・町）が実施しているがん検診
【対 象 者】組合員および配偶者
【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　本人負担額全額
★補助を受けるには
①検診料を支払ったときに必ず領収書をもらう。
②領収書（原本）を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。
※がん検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左中マスに該当します。

がん検診補助

歯科健診補助

インフルエンザ予防接種補助

肺がん（アスベスト）検診補助

契約保養所利用補助

国保組合節目がん検診

産後就労助成金

【対象健診】指定歯科医院（健診協力医）で受診した歯科健診
【対 象 者】被保険者全員

【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　健診料3,300円（税込）全額を補助
★補助を受けるには
①指定歯科医院を確認。健診日を予約して、所属の地域連合で健
　診票を交付してもらう。
②受診日当日、忘れずに健診票を持参していく。健診料の支払いは不要。
※歯科健診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左下マスに該当します。

【対　象　者】対象者年齢
・接種日時点で1歳以上から中学入学前の被保険者
・接種日時点で65歳以上75歳未満の被保険者

【補　助　額】接種費用に関わらず、1,500円を限度として補助
【補助対象数】人数に制限があり、該当対象者2,000人までを補助
【接 種 期 間】10月1日～翌年2月末日までの1回
★補助を受けるには
①接種費用を支払ったとき、必ず領収書をもらう。
②領収書（コピー）を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。
※インフルエンザ予防接種は、『健康づくりビンゴ表』の左中マ

スに該当します。

【対象検診】各地域連合の実施計画に基づき、検診車を派遣して行う肺がん検診
【対 象 者】組合員および配偶者
【補 助 額】◇広島県環境保健協会…検診料金10,450円（税込）のうち、

8,450円を補助　自己負担額2,000円が必要です。
　◇中国労働衛生協会…検診料金5,500円（税込）のうち、

3,500円を補助　自己負担額2,000円が必要です。
●肺がん（アスベスト）検診は、各地域連合の実施計画に基づいて行われます。

検診など手続きの詳細については所属の地域連合へお問い合わせください。
●放射線被爆は極微量となっており問題はない量ですので、喫煙者・

要再検査の方は毎年の受診をお勧めしています。しかし、肺・心疾
患の疑いがある場合等は十分考慮のうえ、受診をご検討ください。

※肺がん（アスベスト）検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の
左下マスに該当します。

【対象検診】各地域連合の実施計画に基づく、特定健康診査会場で同時に行われ
る節目がん検診

【対 象 者】令和3年4月1日時点で資格を有する被保険者で下記の満年齢の者
但し、令和2年4月～令和3年3月の間に節目がん検診を受けた者を除く
組合員　満20歳、21歳、25歳、26歳、30歳、31歳、35歳、36歳
家　族　満30歳、31歳、35歳、36歳

【検査内容】男女とも便採取による大腸がん検査
　採血検査　　貧血、血清クレアチニン（腎機能）、肝機能、

　血糖値、血中脂質（コレステロ－ル値）
　女性のみ採血による子宮がん検査（CA‒125）

【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回
◇男性…検診料金5，100円 全額を補助
◇女性…検診料金7，200円 全額を補助

※国保組合節目がん検診は、『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。

【対 象 者】出産された女性組合員
【補 助 額】出産月を含めた、前3カ月の保険料相当額
★補助を受けるには

出産手当金請求と同時に所属地域連合で助成申請手続きをする。

【対象宿泊】日本交通公社(JTB)または日本旅行のどちらかと契約を結んでいる
宿泊施設での宿泊

【対 象 者】被保険者全員（0歳児は対象外）
【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　組合員2,000円、家族1人につき2,000円
★補助対象となっている宿泊施設や手続き方法など、詳細は所属の

地域連合へお問い合わせください。
※契約保養所利用者は、『健康づくりビンゴ表』の下中マスに該当します。
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５/16　第７地連特定健診
５/20　第７地連主婦の会講習会
５/31　第７地連着付け教室

※あくまで予定です(後日変更あり)。詳細は県本部または所属の地連までお問い合わせください。

労働安全標語

内　容 件数

打 撲 ・ 捻 挫 ５

転 墜 落 ３
交 通 事 故 2
切 れ ・ こ す れ 2
工 具 ・ 機 械 1
腰 痛 1
熱 中 症 1
飛 来 ・ 落 下 1

計 16

地連名 件数
第１地連 福 山 １（１）
第４地連 広島中央 （１）
第５地連 瀬 戸 内 １（１）
第７地連 広 島 ２（１）
第８地連 広 島 西 １
第10地連 高 陽 ２（１）
第11地連 三 次 １（１）
第12地連 庄 原 （２）

計 ８（８）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因
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▶5〜6月の行事予定◀︎

労働災害地連別件数一覧表
令和3年3月分

労災保険に入りましょう

足場の組立等作業主任者講習実施案内

グリーン住宅ポイント制度スタート

発行されるポイント
住宅の新築（持家）

住宅のリフォーム（持家・賃貸）

既存住宅の購入（持家）

住宅の新築（賃貸）

新型コロナウイルスの影響で
落ち込んだ経済回復のため

追加工事のイメージ

■実 　 施 　 日：令和3年7月15日（木）～16日（金）　9時～17時まで
■受 講 資 格：3年以上の当該作業経験者（高校・高専・大学で建築または土木を専攻
し卒業した人は2年以上。他は職訓法による規程あり。いずれの場合も、満21歳以上の者）
㊟作業経験年数に平成29年7月1日以降を含む場合、足場の組立等特別教育の受講証明が
必要です。
■受 　 講 　 料：9,000円（一部科目免除者は7,000円）
■テ キ ス ト 代：1,650円（受講料と別に必要）
■事 　 務 　 費：500円
■申 込 方 法：受講申込書は各地連事務所にあります。各講習の実施日の21日前
(6/24)までに「受講申込書」に受講料とテキスト代、事務費を添えて、県本部または地連窓口へお申込みください。
(受講申込書は広島建労HPの 「組合員専用」 → 「各種ダウンロード」 からもダウンロード可能)
■講 習 会 場：広島建労会館
■お問い合わせ先：一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会（広島労働局長登録教習機関No.41）

電話 082-292-7798　FAX 082-294-0248
■注 　 　 　 意：開催21日前までに定員を満たさない場合、中止する場合があります。ご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催が延期や中止になる場合があります

　2020年12月15日から2021年10月31日までに契約を締結した一定の省エネ性能を有する住宅の新築(持家・貸家)、一
定のリフォームや既存住宅の購入を対象にグリーン住宅ポイントが発行されます。発行されたポイントは「商品交換」
「追加工事費用に利用」が可能。ポイント発行申請は、発注者か購入者または請負業者(※代理申請可能)が工事完了後に
行いますが、「新築」や「リフォーム(請負額1,000万円以上)」等については、工事完了前でもポイント発行申請可能です。

対象住宅 発行ポイント
基本の場合 特例の場合※

①高い省エネ性能等を有する住宅(認定長
期優良住宅、認定低炭素建築物、性能
向上計画認定住宅、ZEH)

40万Pt/戸 100万Pt/戸

②省エネ基準に適合する住宅(断熱等級4
かつ一次エネ等級4以上を満たす住宅) 30万Pt/戸 60万Pt/戸

※特例の場合(以下のいずれかに該当)
●東京圏から移住※1するための住宅　●多子世帯※2が取得する住宅
●三世代同居仕様である住宅※3　●災害リスクが高い区域※4から移住する
ための住宅

対象住宅 発行ポイント
①空き家バンク登録住宅 30万Pt/戸

（住宅の除却を伴う
場合は45万Pt/戸）

②東京圏から移住※4するための住宅
③災害リスクが高い区域から移転するための住宅
④住宅の除却に伴い購入する既存住宅 15万Pt/戸

対象住宅 発行ポイント
高い省エネ性能を有する(賃貸住宅のトップラン
ナー基準に適合）全ての住戸の床面積が40㎡以上
の賃貸住宅

10万Pt/戸

【受付・相談窓口】(株)広島建築住宅センター住宅部
【受付時間】 9：00～17：00(土・日・祝日除く)
【メール】shibata@hkic.co.jp
【電話】082-836-6222

※1）東京圏から移住：一定期間、東京23区内に在住又は東京圏(東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県)(条件不利地域を除く)に在住し東京
23区内へ通勤している者が行う東京圏(条件不利地域を除く)以外への移住　※2）多子世帯：18歳未満の子3人以上を有する世帯

※3）三世代同居仕様である住宅：調理室、浴室、便所又は玄関のうちいずれか2つ以上が複数箇所ある住宅
※4）災害リスクが高い区域：土砂法に基づく土砂災害特別警戒区域又は建築基準法に基づく災害危険区域(建築物の建築の禁止が定められ

た区域内に残る)　※5）若者世帯：40歳未満の世帯　※6）子育て世帯：18歳未満の子を有する世帯

　グリーン住宅ポイントで発行されたポイントは、追加工事費用に充当できます。以下の工
事例に該当しない工事であっても、工事目的のために行う工事は幅広く対象とすることがで
きますが、インテリア用品や家電等の購入・搬入は工事に該当しません。ご注意ください。

停電・断水/水害・台風/地震
●防災瓦　●止水板　●防災安全ガラス
●感知式ロック機能付き吊戸棚　●蓄電池
●V2Hシステム　●非常用発電設備(共同住宅)
●貯水システム

ワークスペース/音環境向上/空気環境向上/菌・ウイルス拡散防止/家事負担軽減
●ワークスペース設置・環境設備　●稼働空間仕切り壁　●掃除しやすいトイレ
●ビルトイン食洗器　●ビルトイン自動調理対応コンロ　●浴室乾燥機　●宅配BOX
●掃除しやすいレンジフード　●防音壁　●非接触水栓　●玄関回り洗面　●内窓
●抗菌・ウイルス建材　●換気・通風機能付き玄関扉　●同時給排気型換気

発行ポイント数：1戸あたり上限30万Pt
【上限特例①】若者・子育て世帯※5※6がリフォームを行う場合、上
限を45万Ptに引上げ(既存住宅の購入を伴う場合は、上限60万Ptに
引上げ)

【上限特例②】若者・子育て世帯以外の世帯で、安心R住宅を購入し
リフォームを行う場合、上限を45万Ptに引上げ

※既存住宅を購入しリフォームを行う場合、各リフォームのポイントを2倍カウント
※上記算定特例を除いた発行ポイント数が5万Pt未満のものはポイントの発行対象外

い
ず
れ
か
必
須

任
意

※対象工事については上記以外にも幅広く対象となります。
国交省のHPでご確認
ください。

対象工事等 発行ポイント数

断熱改修

窓・ドア
ガラス 0.2〜0.7万Pt/枚
内外窓 1.3〜2万Pt/箇所
ドア 2.4、2.8万Pt/箇所

外 壁、 屋 根・
天井又は床

外壁 5、10万Pt/戸
屋根・天井 1.6、3.2万Pt/戸
床 3.6万Pt/戸

エコ住宅
改備

太陽熱利用システム、
高断熱浴槽、高効率給湯器 2.4万Pt/戸

節水型トイレ 1.6万Pt/台
節湯水栓 0.4万Pt/台

耐震改修 15万Pt/戸

バリア
フリー
改修

手すり 0.5万Pt/戸
段差解消 0.6万Pt/戸
廊下幅等拡張 2.8万Pt/戸
ホームエレベーター設置 15万Pt/戸
衝撃緩和畳の設置 1.7万Pt/戸

リフォーム瑕疵保険等への加入 0.7万Pt/契約

1

2
防災に資する追加工事新たな日常に資する追加工事

グリーン住宅ポイント 検索６/12～13　第８地連職長・安全衛生責任者教育
６/26　　　第８地連住宅デー（佐伯地区）
６/27　　　第３地連住宅デー

第８地連住宅デー（五日市・湯来地区）
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